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市
で
は
、
４
台
の
救
急
車
を

活
用
し
て
お
り
、
救
急
要
請
を

受
け
る
と
、
救
急
救
命
士
の
資

格
を
持
っ
た
救
急
隊
が
現
場
に

急
行
し
ま
す
。
救
急
隊
は
、
医

師
の
指
示
で
気
管
挿
管
や
薬
剤

投
与
な
ど
の
救
命
処
置
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

救
急
要
請
を
受
け
て
か
ら
、

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
に
は
、

平
均
し
て
約
９
分
か
か
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、

応
急
手
当
を
身
に
付
け
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
以
下
の
こ
と
を
準
備

し
て
お
く
と
、
処
置
な
ど
が
円

滑
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
証
、
診
察
券
、
お
金
、

靴
、
薬

　●
 

悪
く
な
っ
た
状
況
と
変
化

　●
 

応
急
手
当
の
内
容

　●
 

持
病
や
普
段
飲
む
薬

　●
 

か
か
り
つ
け
医

　

病
気
や
け
が
の
程
度
の
判
断

に
困
っ
た
場
合
に
備
え
て
「　
２４

時
間
健
康
電
話
相
談
」
7
０
１

２
０
（
８
６
７
）
８
６
０
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
休
日

や
夜
間
な
ど
に
診
察
の
で
き
る

病
院
は
、
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
1
０
４
６
（
２
５
１
）
０

１
１
９
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

次
の
症
状
が
み
ら
れ
た
ら
、

た
め
ら
わ
ず
に
１
１
９
番
通
報

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　●
 

意
識
・
呼
吸
が
な
い

　●
 

ま
ひ
や
し
び
れ

　●
 

突
然
の
激
し
い
頭
痛

　●
 

冷
や
汗
を
伴
う
胸
の
痛
み

　●
 

ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い

　●
 

大
量
の
出
血

◆
子
ど
も
の
場
合

　●
 

頭
を
強
く
ぶ
つ
け
て
意
識
が

な
い
・
出
血
が
止
ま
ら
な
い

　●
 

変
な
も
の
を
飲
み
込
ん
で
意

識
が
な
い

　●
 

広
範
囲
の
や
け
ど

　●
 

虫
に
刺
さ
れ
て
全
身
に
じ
ん

ま
し
ん
が
出
た

　

次
の
場
合
に
は
、
本
当
に
救

急
車
が
必
要
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

　●
 

病
院
へ
行
く
手
段
が
な
い

　●
 

早
く
診
て
ほ
し
い

　●
 

一
人
で
い
る
と
心
細
い

　●
 

ど
こ
の
病
院
へ
行
け
ば
よ
い

か
分
か
ら
な
い

　●
 

も
ら
っ
た
薬
が
な
く
な
っ
た

※
明
ら
か
に
不
要
な
要
請
で
は

な
い
場
合
は
、
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

　

在
宅
で
介
護
・
医
療
が
必
要

な
方
と
そ
の
家
族
を
支
援
す
る

医
療
機
関
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
連
携
を
円
滑
に
す

る
た
め
に
「
座
間
市
あ
ん
し
ん

ノ
ー
ト
」を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

同
ノ
ー
ト
に
は
、
本
人
の
状

態
や
利
用
し
た
介
護
・
医
療
サ

ー
ビ
ス
が
書
き
込
め
る
他
、
訪

問
し
た
介
護
事
業
所
が
気
付
い

た
変
化
な
ど
を
書
き
込
み
、
医

療
機
関
や
他
の
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
な
ど
と
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
フ

ァ
ス
ナ
ー
付
き
の
ポ
ー
チ
な
の

で
、
介
護
保
険
証
や
診
察
券
、

お
薬
手
帳
な
ど
を
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
担
当
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

「
認
知
症
を
理
解
し
、
対
応

方
法
を
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認

知
症
の
知
識
を
知
人
に
広
め
た

り
、
必
要
な
方
に
関
係
機
関
を

紹
介
し
た
り
、
自
分
の
で
き
る

こ
と
を
無
理
の
な
い
範
囲
で
行

い
ま
す
。
同
講
座
の
修
了
者
に

は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
目

印
と
な
る
腕
輪
「
オ
レ
ン
ジ
リ

ン
グ
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
、
希
望
す
る

団
体
へ
同
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
担
当
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

９
月　

日
（
金
）

２８

午
後
１
時　

分
〜
３
時
（
午

３０

後
１
時
受
付
開
始
）

○
と
こ
ろ　

相
武
台
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

※
駐
車
場
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。

○
定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
方
法　

９
月　

日（
木
）

２７

ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
担
当
へ

　

災
害
時
に
役
立
つ
技
術
を
身

に
付
け
る
た
め
の
体
験
型
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
屋
外
で
の
訓

練
が
あ
る
の
で
動
き
や
す
い
服

装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
雨
天

時
は
屋
内
）
。

○
と　

き　

９
月　

日
（
土
）

２９

午
前
９
時　

分
〜
午
後
１
時

３０

（
午
前
９
時　

分
受
付
開
始
。

１５

荒
天
中
止
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
ふ
れ
あ
い

広
場
・
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム
他

○
内　

容　

非
常
炊
飯
（
試
食

有
り
）
、
応
急
手
当
、
水
の

運
搬
方
法
な
ど

○
定　

員　
　

人
７０

○
費　

用　

無
料

○
持
ち
物　

飲
み
物

○
申
込
方
法　

９
月　

日（
水
）

２６

ま
で
に
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
担
当
へ

○
対　

象　

要
介
護
度
な
ど
を

有
す
る
ま
た
は
在
宅
で
療
養

す
る
市
内
在
住
者
他

○
申
込
方
法　

市
役
所
１
階
介

護
保
険
課
な
ど
で
配
布
す
る

申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
直
接

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ま
た
は
担

当
へ

救救
急急
要要
請請
のの

判判
断断
にに
迷迷
っっ
たた
らら

救救
急急
隊隊
がが

来来
るる
前前
にに

　市では、小田急相模原駅前西地区市街地再開発事業で整備する商業公益棟に、
多世代市民交流の創造・促進を目的とした「座間市市民交流施設」の設置を予
定しています。
　このたび、「（仮称）座間市市民交流施設条例（骨子案）」を作成しました
ので、市民の皆さんからのご意見を募集します。皆さんから頂いたご意見に対
する市の考えは、市のホームページなどで公表します。
◯意見を提出できる方　市内在住・在勤・在学者、市内に事業所などを有する
法人またはその他の団体、公募事案に利害関係を有する方
◯募集期間　９月１５日（土）～１０月１５日（月）
◯閲覧場所　市役所３階市民協働課・１階市民情報コーナー、各出張所、青少
年センター、市公民館、北・東地区文化センター、図書館、各コミュニティ
センター（市ホームページでも閲覧可）
◯意見の提出方法　住所、氏名（法人などは名称と代表者氏名）、電話番号を
明記し、任意の様式で、〒２５２－８５６６座間市役所市民協働課宛てに郵送（必着）、
ファクスまたは直接担当へ（市ホームページから電子申請可）
　※市内在勤者は事業所名と所在地、市内在学者は学校名と所在地、法人など
は所在地を加えてご記入ください。

担当 市民協働課　1０４６（２５２）７９６６　5０４６（２５５）３５５０

　

平
成　

年
の
救
急
車
出
場
件
数
は
３
９
６
２
件
（
８
月
１

３０

日
現
在
）
で
、
昨
年
に
比
べ
５
５
４
件
増
加
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
１
日
平
均　

件
出
場
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１９

　

搬
送
し
た
方
の
う
ち
約　

パ
ー
セ
ン
ト
が
軽
傷
患
者
で
し

４９

た
。
緊
急
性
が
低
い
要
請
が
増
え
る
と
、
生
死
に
関
わ
る
要

請
へ
の
対
応
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
救
急
車
の
適

正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

市市
のの
救救
急急
隊隊

す
ぐ
に
救
急
要
請
を

用
意
す
る
も
の

伝
え
る
こ
と

救
急
要
請
が　

必
要
か
検
討
を

（（仮仮称称））座座間間市市市市民民交交流流施施設設条条例例
（（骨骨子子案案））ににごご意意見見をを
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